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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する
＜連絡事項＞

· 1/25（月）までに、2月分のテキストを印刷し、担当佐々木まで提出すること。

· 1/26（火）法人研修にて、中居JGM（当日遅B）がグループリーダーを行う為、勤務調整予定。

· 1/28（木）管理者研修あり。

＜利用者様情報＞

· 我満　奈津紀様～娘様が田面木小学校もうみねこ学級に通うことも出来なくなっており、自宅にい

る時間が多くなってきているとのこと。本人が娘様と一緒にいることが苦痛である為、外出して気分転換に出掛けたいが、自宅に娘様を1人にしておくことも出来ないので、一緒に外出しているととのこと。その事を、うみねこ学級の職員から、「補導されてしまうので止めて下さい」と説明されたとのことで、本人はどうしたらよいのか分からず、本日デイケア来所し、スタッフに相談している。日中出歩くと補導されてしまうことは確かな為、学校も知っている関係機関を使って、日中の時間を過ごすように説明している。

· 繁名　和恵　様～本日来所しており、入浴利用されている。パンションでは、男女共有の浴室しか

ない上、利用者も多く時間の確保が難しい事や、浴室まで行く間に自分の荷物を見られたくないとのことで、入浴しにくいとのこと。腹痛訴えはきかれないが、風邪気味とのことで、活気の無さみられている。昼食は常食のまま、全量摂取することが出来ている。

· 板橋　利美　様～表情の硬さみられており、声掛けにも無反応か、素っ気無く返している。周囲へ

あたる様子やトラブルはみられず、他者ともあまり会話がなく、距離をとっている様子窺える。様子を見ながら声掛けをし、原因について話を聞いていく。

＜ＳＳＴ報告＞

○デイケア

月曜日グループ（実施スタッフ：川井、中居）

お題 注意の仕方

田向　玲美様より「家の駐車場に知らない人の車が停まっていた。注意しようとしたけどがんつけてきた。怖い人にどう言えばいいのかわからない」とお題を提起。

お題についての皆さんの意見
· 「怖い人なら知らないふりをする」「家族に相談する」「警察に電話する」「何で、停まっているか理由を聞いてみる」との意見があり。

· 丁寧な言葉で「すみません。ここは、私の家の駐車場なのでどこか違うところに停まっていただけないでしょうか」と伝える。

· 相手に伝える時どう伝えれば、相手は嫌な気持ちにならないか？とスタッフが具体的に聞くと、「下手に出る」「丁寧な言葉使いで話す」「おだてる」「明るく話す」との意見が出ている。

ロールプレイ
　場面設定：自分の家の駐車場で知らない人の車が停まっていた。その車の人に「すみません。

ここは、私の家の駐車場なのでどこか違うところに停まっていただけないでしょうか」と話す。

　・注意する役を田向玲美様、注意される役―田中宏明様。

· 田向玲美様が、注意される役に清水頭翼様を指名したが、清水頭翼様が拒否した為、田中宏明様になった。

ロールプレイで良かった所
　・はっきり話せていた。

　・丁寧な言葉使いだった。

　・ちょっとへらへらしていたけど、笑顔だった。

ロールプレイの改善点
　・ホワイトボードを見て話していた。実際に注意する時は、ホワイトボードがないからかんぺがなくても話せないといけない。

再度ロールプレイ
· 注意する役を田向玲美様、注意される役を田名部一樹様で再度実施。
· ロールプレイ後、改善点も改善できていたため、田向様に向かって全員で拍手してSST終了している。次回、注意できたか報告することになっている。
評価
全体的にスムーズに進行出来ていた。清水頭様が、全ての声かけや質問に「パス」と答え続けているのが気になった。SSTを苦手としている様子。
水曜日グループ（実施スタッフ：川井、中居）

お題 トイレに行く時の断り方

スタッフから巴勇樹様にお題はないかふると、「トイレに行く時、断るのがちょっと」と話す。

お題についての皆さんの意見
· 自信を持って断ることが出来ると答えたのが、大下良悦様のみ。他のメンバーは自信がないと答える。

· 「大きな声で断る」「ちょっと立ってみる」「手を挙げる」などの意見が出る。

ロールプレイ
場面設定：プログラム中、スタッフが話をしている間、急にトイレに行きたくなって切羽詰っ

た状態。

· スタッフ役を中居、トイレに断る役を松川順子様が行っている。

· 少し立ち上がって、ハッキリと断ることが出来た。

ロールプレイで良かった所
· 大きな声で伝えることが出来ていた。

· 切羽詰った状況が伝わってきた。

· 上手に出来ていたとのことで、改善点はなし。

再度ロールプレイ
· 大下良悦様が、自分から希望しロールプレイを行っている。

· スタッフがプログラムの様子を再現しているが、2～3分経っても切り出さずにいる。他者からの口添えがあり、ようやくトイレに行くと伝えている。

· 「タイミングが掴めませんでした」と大下様は話されている。

評価
進行はスムーズであった。お題提供者がロールプレイを実施出来なかった場合、「実際に行かせそう？」と振り返った方が良かった。実際に本人が出来ていたとしても、お題に挙がったということは、本人に改善したいという意志があると考えられる。

木曜日グループ（実施スタッフ：川井、上野）

お題 遊びに誘われた時の断り方

北村奈美様からのお題。嫌いな人に誘われるのでうまく断りたいと話す。相手は男の場合もあるし、女の場合もある。その相手からは、もう誘いが来なくても良いとのこと。

お題についての皆さんの意見
· どのように断ったら良いかと聞くと、「はっきりと断らないと、また誘われる可能性がある」「はっきり断らない方が相手を傷つける」と言った意見が、細越定生様、東山昇様から聞かれている。

· 具体的にどのように断れば良いのかという問いには、「ごめん、都合が悪い」「行きたくない」「行かない（行きません）」「行けない」との意見が出る。断る前に、「ごめんなさい」と謝るといいとアドバイスあり。

· 発言の無い藤村翔様に意見を求めるが、「経験はあるけど、あまりそういうことがない」と言って具体的な意見は聞かれなかった。

· 細越定生様と東山昇様の一方的な発言が多く、スタッフがプログラムの流れを修正しようとするが、時間が押してしまい、1回目のロールプレイに至った時間が14：50だった。

· 14：40になると淡路智恵子様、平京子様から終了の催促（喫煙のため）あり。赤坂順市様は、大声での空笑が多く、他者の発言が聴こえないこともあった。

ロールプレイ
場面設定：実際にあった台詞に近い会話を設定。「どこかに行かない？」⇒「ごめんなさい、行きません」⇒「どうして？」⇒「行きたくないから」

· 相手役を募ると、男性陣より「女性がいいんじゃない」との意見。北村様は淡路様を選ぶ。

· 設定会話通りに、ロールプレイを進める。「行きたくないから」の後、淡路様がアドリブで「何で、私の事が嫌いなの？」と言うと、北村様が「えー」と言葉に詰まって動揺している。周囲のメンバーより、「頑張れ」と声を掛けられ、言葉を考えた後に「そうかもね」と答えている。

· 最後、淡路様が「そっか、じゃあしょうがないね」と諦めを表現し、終了。

ロールプレイで良かった所・感想
· 「はっきり断ることが出来た」「自分の気持ちを伝えることが出来ていた」と評価。

· 「そうかもね」と言われて、どう思ったのか淡路様に感想を聞くと、「傷ついたけど、そうかと思って諦めた」と話されている。

· 北村様に感想を求めると、「あれで良かったんですか？」「どういう風に言えばよかったのか知りたいです」と質問している。

　⇒人付き合いはマニュアル通りには行かない為、ひとつの正解は無い難しいテーマであることを説明。また、今回時間無くなってしまった為、プログラム後にでも他者から様々な意見を聞いてみてはどうかと説明し、ＳＳＴを終了している。

評価
　進行を遮るメンバーがいる際、複数いる場合は離れて座ってもらった方が良い。また、2名スタッフがいる為、1名はメンバーの間を移動して意見をくなど、スタッフ配置にも気を使った方が良い。

○デイナイトケア

火曜日グループ（実施スタッフ：山田）

お題　お礼を言う（お題が出なかった為、準備しておいたお題）

どんな時にお礼を言うか？
· 物を教わった時

· 助けてもらった時

· 物をもらった時　

· 病気を治してもらった時

· 特別な事をしてもらった時

· アドバイスをもらった時

· 道をゆずってもらった時

· 物を借りた時

ロールプレイ
　何かをお願いする人：中村様（自ら挙手している）

　お礼を言う人　　　：小笠原様（スタッフが声掛けしている）

　※小笠原様にロールプレイの設定を考えてもらった。そしたら以前、高橋（百）様が脇腹が痛くて背中をこする事が出来なく、背中を擦って欲しいと頼まれ、小笠原様が背中を擦ったとのこと。そのお返しに高橋（百）様からジュースをもらい、お礼した事を話されてた為、その状況に合わせてロールプレイを行っている。

中村様　：「脇腹が痛くて背中が洗えないから、洗ってもらっても良い？」

小笠原様：「良いよ。」

中村様　：「あ～ぁ。気持ち良かったよ。小笠原さんありがとう。」

小笠原様：「どういたしまして。」

3日後

中村様　：「この間、背中を擦ってもらったお礼にジュースをあげるよ。」

小笠原様：「どうもありがとう。」

良かった点
· 中村さんがハキハキと話していた。（田中正士様より）

· 中村さんが背中を擦ってもらって気持ち良さそうな言葉を使っていた。（田中正士様）

· お願いした事に対して、小笠原さんが素直に受け入れていた。（大久保様）

· 小笠原さんがお礼した時に笑顔で返答していた。（スタッフ）

感想
· 「お礼を言われると、次もやってあげようと思いますね。人間は人に頼らないといけない時もあるから、人間関係は大切にしたいと思います」と話している。（中村様）

· 「お礼を言われると、悪い気はしない」と話されている。（小笠原様）

木曜日グループ（実施スタッフ：山田）

お題　一言声をかける・お礼を言う

スタッフが最近の様子を見て、ミーティングやプログラム中に間に入れて欲しいと一声が掛けることができない様子を見ていた為、スタッフより提案している。

間に入れて欲しい時にどのような言葉をかけるか？に対して
· 「すみません。ここにいれて下さいませんか？」（稲垣様）

· 「ちょっと、ここに入れてちょうだい。○○さん（名前）」（佐藤様）

· 「ちょっと、ここさっ入れてけんだぁ～」（小野寺様）

一言声をかける時の注意点

· 笑顔で大きな声で言う。

ロールプレイ

設定：プログラム中に席と席の間に入れてもらい、入れてもらったら「ありがとう」とお礼をする。

ロールプレイ者

1 稲垣様　←自分から挙手されている。

　　　良い点　・ハキハキして声が高くて良かった。（下町様）

・言葉遣いが丁寧だった。（馬渡様）

　　　　　　　　・全部良かった。（袴田様）

　　　　　　　　・名前を呼んでいて、最後に「ありがとう」とお礼を言っていた。（スタッフ）

　　　　改善点：上手に行うことが出来ていたと評価あり。

2 小向様　←メンバーから推薦されている。

　　　　良い点　・ハキハキして声が高くて良かった。（下町様）

　　　　　　　　・席の間に入れてもらって「どうもありがとう」とお礼を言っていた。（スタッフ）

　　　　改善点　・名前を言って欲しかった。（稲垣様）

もっと大きな声でも良かった。（高橋洋子様）

　　　　　　⇒2回目ロールプレイで改善

③佐藤様　←スタッフから推薦している。

　　　　良い点　・明るかった。（馬渡様）

　　　　　　　　・間に入りたい事を、2人の名前を呼んでから「ここに入れてちょうだい」と話して

いた。（稲垣様）

　　　　　　　　・最後にお礼を言っていた。（小野寺様）

　　　　改善点：上手に行うことが出来ていたと評価あり。

＜デイナイトケア事例検討＞

奥山　以衣子様（59）女性　主病名：統合失調症

利用開始日：平成20年4月4日（1年7ヶ月）

治療計画　：①活動や休息のバランスを保ちながら過ごし、心身機能の維持・向上へと繋げていく。

　　　　　　②不安や困った事などがある際には、遠慮せず自己表現をするよう促し、対処法につい

て共に検討していく。

検討内容　：治療計画の評価、見直し

検　討
1 について

· 以前、運動（ウォーキング）のしすぎで足を痛めてしまったことがある為、休息はきちんと取り、無理をしないようにスタッフから声かけを行っている。本人なりに時間を決めて運動し、休息を取ることが出来ている様子。

2 について

· 自分から他者に話題を振ったり、困ったことがあれば自分から相談することも出来ている。

· 「困っていることはないか」と尋ねると、「無いです」と答える。漠然とした質問には答えるのが難しいが、具体的な質問に対しては、自分から思うことを様々話すことが出来ている。

· 悩みなど、自分の中に溜め込みやすい傾向にある為、スタッフから声かけをするなどの関わりは継続する必要がある。

その他

· 入浴や歯磨きなど、必要以上に擦りすぎるため、皮膚に発赤が出来ており痛めやすい。

⇒擦り過ぎないように、具体的に回数を設定して洗って頂いているが、改善はなく、毎回声かけ要している。

検討結果
· 今後も、治療計画①②は継続。

· 引き続き、入浴時など擦り過ぎないように具体的に回数を設定して、声掛けをしていく。

＜外来利用者様情報＞
· 横町　　浩　様～頭がボーっとすることがあると話されている。歯科受診が長くかかるとのこと。

また、3月に自動車免許の更新があると話されている。

· 関　　秀治　様～仕事は順調だと話されている。

· 田名部　一樹様～週2回デイケアを休んだら調子が良いと話されている。

· 久保　興介　様～寒いうちは吐き気がするので、あたたかくなったらうみねこ幸房や仕事の見学を

したいと話されている。内服の影響で口がうまく回らないとのことで、食後3回服用しているルーランを、朝昼食後2回に減らしている。

· 島浦　美千男様～青風荘スタッフ付き添いで受診。胃潰瘍の治療を行っているとのこと。便秘がち

で、3～4日に1回程度しか排便がないとのことで、アローゼンを処方に組み込んでいる。

· 荒木地　和弥様～友人とトラブルになり、精神的に不安定となっていたが、仲直りをしたと話され

ている。今週のマナクリニックの受診にて、内服調整を行っており、イライラした時の頓用薬としてリスパダールが処方されたとのこと。










この中から多く遭遇する時の場面について多数決をとり、『物をもらった時』についてロールプレイへつなげている。








